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図3:Tの分布P(T).左から温
度T-0.8,0.7,0.6Jでの
結果.矢印はT-0.6Jにお
けるTco挿入図はT-0.8J
のP(T)の拡大o
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｢秩序化における乱れと非線型｣
大きさN -163の系の10サンプルに関して平均して得られたP(T)を図3!こ示すoな
お､このスピングラス模型についてはTc-0,TcPureoゴ1.45Jである. P(T)の大きな特徴
は､図3を一見しても明らかなように､-ある特性緩和時間Tcを境にして二つのブランチ
からなる点で奉る｡ この特徴はln(T)の分布でみるとさらに顕著に'tilるo この分岐値Tc
は､図4に示したように､通常の臨界緩和時間と同様にTc(-0)に向けて臨界発散を示す :
Tc～T-Z〝,(zuと6.2).さらに､ T<Tcのブランチから(4)式によってq(i)を計算すると､
t≪ Tcでのq(i)として既に知られている対数関数型の臨界緩和6)が再現される｡以上の結
果から､P(T)のT<Tcのブランチは､スピングラス短距離秩序 (ERA)の成長に伴う臨界
緩和の寄与と理解される｡
p(T)のもう一方のブランチ(T>Tc)がクラスター緩和の寄与と考えられるが､実際､
ここでのP(T)は上述したクラスター緩和の簡単な措像から期待される通~りの指数関数型
になっている｡ すなわち､
p(T)～eXP(-BT), (T>Tc) (5)
であり､これと(4)式から得られるq(i)の漸近形はq(i)～expl-2(Bt)1/2]となる.[なお
図3において､十分大きな丁でのデータ点はこの指数関数型 (実線)からずれ始めている
が､この領域のTはqi(i)-フイットの統計精度を越えたもので､無視するのが安当であるo]
傾きの逆数B-1の温度依存性を図4に示した.T忌o.8JにおいてB~1-Tcである. こ
の結果はBray7)の議論を適用して次のように解釈できるoTcに向けての短距離秩序EEAが
すでに成長している温度領域では､個々のスピンではなく､空間的領域EEA3にあるスピン
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図4:β~1の温度依存性 (●)0■と
口はそれぞれ分布P(T)およびln(T) 0
の分布から決められたTc｡実線と鎖
線の傾きはそれぞれ-6.3,-6.2で
ある｡
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研究会報等
が一塊となって時間スケールTcでその状態を変えている. このEEAはフラス トレーション
q)平均的な濃度で決まるが､空間スケールEEAでみてもフラス トレーションの分布にはゆ
らぎがあり､相対的に濃度の薄い領域が連結してクラスターを構成し､これがTc以上の緩
和機構の起因になっている｡ このように考えると､上述の希釈強磁性体におけるクラス
ター緩和機構の議論の中のToをTcに読み直すのでよく､B-1～Tcを得る｡
以上のように､Tの分布P(T)を解析することにより､Gri氏ths領域笹 <TS TcPure)に
おける､時間士の増加に伴う臨界緩和からクラスター緩和へのクロスオーバー､および､
クラスター緩和機構そのものが数値的に検証された｡
§4.おわりに
研究会で報告した項目3､4について簡単に触れておく.Tc以上での緩和時間分布を解
析した実験研究はまだ少ない｡Campbelら8)の〃SR実験はそのうちの一つで､緩和時間
分布の解釈の仕方 (fractalhypercube上での拡散)も興味深い.
磁場中相転移の有無の問題はスピングラス研究の焦点の一つである｡磁場がないときの
スピングラス転移を検証する有力な実験法の一つは特性緩和時間屯 を測定し､その臨界発
散の有無を確かめることである｡同様な方法を磁場中で行った例があまりなかったが､緩
和時間の解析から磁場中転移を有り9)､および､無し10)とする最近の実験例を紹介した｡
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